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中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

②：（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

１８６ｇ０２０４１６ｓａｎｓ   難易度３ 

右の図で、ＯＰは∠ＸＯＹの二等分線である。 

ＯＰ上の点をＱとし、Ｑを通る線分を 

ＡＢ，ＣＤとする。いま、ＯＡ＝ＯＤ 

とすると、ＡＢ＝ＣＤである。 

次の順序で考えて、これを、証明せよ。 

１）★結論ＡＢ＝ＣＤを導くには、どの三角形と、 

どの三角形の 合同をいえばよいか。またその三角形の 

合同を示すには何がわかって折ればよいか。 

２）★★１）で考えた分かっていないもののうち、仮定から導かれる 

ものを予想し、適切な２つの三角形の合同を示すことによって 

それを導け。 

３）★★２）の結果を用いて、１）で考えた三角形の合同を示し、 

結論を導け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問題の解き方と復習のポイント 

１）△ＯＡＢと△ＯＤＣ 

  ∠ＯＡＢ＝∠ＯＤＣ 

２）△ＡＯＱと△ＤＯＱの合同 

ＯＡ＝ＯＤ（仮定）・・・・① 

∠ＡＯＱ＝∠ＤＯＱ（仮定）・・・② 

ＯＱ＝ＯＱ（共通）・・・・③ 

①、②，③より２辺とその間の角が等しいので△ＡＯＱ≡△ＤＯＱである。 

ゆえに、∠ＯＡＢ＝∠ＯＤＣである。 

３） 

２）より、∠ＯＡＢ＝∠ＯＤＣ・・・・① 

ＯＡ＝ＯＤ（仮定）・・・② 

∠ＡＯＢ＝∠ＤＯＣ（共通）・・・・③ 

①、②，③より１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので△ＯＡＢ≡△ＯＤＣ 

ゆえに、対応する辺ＡＢ＝ＤＣである。 


